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哲
口
争
山
川
禰
狐
　
麓
牢
胃
匹
霰
｛
十
轟
ハ
號

し
差
別
知
は
既
を
矯
翻
す
る
二
ご
が
出
來
な
い
。
補
縫
し

得
る
も
の
は
○
亘
。
雰
で
あ
㍉
不
自
窃
で
あ
る
故
に
。
阿

る
に
實
在
は
○
っ
彊
蔵
Φ
葬
と
蕊
。
蕉
で
あ
む
禽
由
で
あ
る
故
に
。

前
後
ピ
云
ひ
時
、
聞
ご
云
ふ
、
奨
は
皆
○
曾
H
息
を
容
れ
る

器
に
過
ぎ
な
い
。
前
後
ご
云
っ
た
時
ω
ζ
菖
○
押
7
0
ご
。
簿
は

脱
落
し
て
只
Ω
適
温
が
残
る
許
で
あ
る
。
我
々
は
諸
の

世
界
の
先
験
的
魏
念
性
を
朔
に
し
、
絶
え
ず
其
等
の
實
在

へ
の
要
求
を
否
定
し
、
婁
等
が
卸
町
的
弓
在
の
一
面
附
抽

象
な
ろ
こ
ご
を
讃
す
る
ざ
共
に
、
眞
に
無
隈
永
遠
な
る
實

在
を
意
識
の
眞
面
素
に
親
な
け
れ
ば
な
ら
濾
。
第
…
ア
ン

チ
ノ
・
・
、
一
の
微
底
は
此
を
要
求
す
る
。

〔
H
）
　
図
§
F
9
．
§
艶
£
§
鴨
§
門
累
。
誉
℃
ξ
臨
旧
（
ハ
ζ
，
○
ワ
㎞
露
。
訂
も
Q
昌
㏄
o
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退
職
せ
ら
れ
た
る
本
會
委
員

　
先
に
本
會
委
員
た
る
京
都
帝
四
大
尊
意
授
交
學
博
士
狩

野
直
喜
氏
及
び
同
じ
く
本
會
委
員
に
し
て
京
都
帝
國
大
學

藪
授
文
學
簿
士
西
田
幾
多
郎
氏
が
華
甲
の
壽
に
達
せ
ら
れ

澱
授
の
職
・
を
退
か
れ
た
の
で
、
本
會
の
規
約
に
從
ひ
．
遣

憾
な
が
ら
、
昨
年
本
會
の
委
員
を
嚇
せ
ら
れ
る
事
ご
な
っ

た
が
、
今
珂
ま
た
京
都
帝
國
大
書
漱
授
文
學
博
士
高
瀬
武

次
郎
氏
も
昨
年
十
二
月
を
以
て
還
暦
の
壽
に
達
せ
ら
れ
、

激
授
の
職
を
退
か
れ
る
こ
ご
、
な
っ
た
の
で
、
残
念
な
が

ら
近
く
本
影
委
員
の
職
を
劃
せ
ら
れ
る
こ
ご
＼
な
っ
た
。

　
狩
野
、
西
田
博
士
は
委
員
御
在
職
中
、
深
厚
な
る
御
盤

力
を
奉
曾
の
爲
に
致
さ
れ
た
の
み
な
ら
す
、
委
員
を
僻
せ

ら
れ
た
後
も
、
本
會
の
爲
に
間
媛
に
種
々
御
援
助
を
輿
へ

て
い
た
㎏
い
て
る
る
の
は
本
會
こ
し
て
．
實
に
戚
謝
の
嚇

さ
へ
な
い
位
で
あ
る
が
、
高
獺
博
士
に
樹
し
て
は
委
員
御

在
職
中
に
本
魯
の
爲
に
識
し
て
下
さ
っ
た
多
大
の
御
功
績
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に
蔵
し
深
く
戚
謝
の
意
を
表
す
る
ご
共
に
、
蒋
來
永
く
本

愈
の
爲
に
聞
接
に
お
劃
し
下
さ
れ
ん
こ
ご
を
特
に
お
願
ひ

す
る
次
第
で
あ
る
Q

　
　
　
　
學
會
記
事

　
　
　
　
　
心
理
學
讃
書
會

　
去
る
一
n
苧
†
七
翻
木
曜
午
後
三
醇
小
†
よ
り
心
理
學
演
習
室
に
て
左
の
講
演

が
あ
っ
た
。

　
　
り
潔
一
の
感
情
論
理
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
安
宅
　
孝
治
氏

　
一
月
二
十
四
鷹
水
曜
午
後
四
蒔
よ
り
短
演
習
竈
で
左
の
講
演
が
あ
っ
れ
。

　
　
想
　
　
豫
　
　
諭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
高
　
野
乗
氏

　
二
月
七
日
木
曜
午
後
四
噂
よ
り
偲
演
脅
室
で
左
の
講
演
が
あ
っ
カ
。

　
　
セ
ー
ム
ス
“
ラ
ン
ゲ
説
に
つ
い
て
　
　
　
　
田
寺
篤
雄
氏

　
　
　
　
祉
會
墨
讃
嘆
會

　
二
月
目
ハ
日
・
氷
面
午
後
七
心
門
よ
臼
り
三
友
＾
曾
徽
開
で
左
の
講
演
存
日
帽
く
Q

　
　
駆
レ
ル
チ
の
班
誼
法
批
甥
　
　
　
　
　
　
　
　

野
淵
　
忠
雄
氏

　
　
　
　
印
度
哲
學
會

　
二
月
九
臼
囲
土
一
中
本
學
學
並
集
合
口
唱
に
於
て
晶
十
後
山
一
時
｛
†
よ
り
諾
久
の
講
瀧
ハ
な

導
く
リ

　
ウ
パ
ニ
シ
ヤ
ソ
ド
に
覗
れ
た
る
梵
我
一
如
の
思
惣
に
就
て

　
　
　
　
　
藁
　
　
　
　
報

大
難
た
學
教
授
　
藤
井
　
撒
悪
氏

　
　
　
　
支
那
學
會

　
二
月
九
目
土
曜
午
後
三
畔
よ
り
學
盃
集
宮
所
に
於
て
京
都
帝
國
大
學
丈
學

博
士
高
灘
武
次
郎
氏
逡
瑚
な
爺
れ
て
左
の
講
演
倉
を
開
く
Q

　
　
大
學
篇
攻
　
　
．
　
　
　
　
　
　
村
上
徳
美
氏

　
丈
…
選
の
編
遜
H
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
髄
尾
　
幽
混
士
自
氏

　
　
　
　
教
育
研
究
會

　
二
月
二
臼
土
曜
午
後
三
噂
よ
り
學
生
集
脅
所
に
於
て
、
寮
北
帝
國
大
學
教

授
伊
叩
膝
猷
典
氏
が
在
外
研
究
な
終
へ
て
鶴
朝
さ
、
れ
“
た
の
を
数
迎
・
し
か
つ
氏
の

滞
欧
来
中
の
見
聞
談
な
罷
い
索
。
引
導
き
岡
所
で
、
・
有
憲
が
枳
集
っ
て
、
歓

迎
の
晩
餐
愈
存
開
い
六
〇

｝

　
　
　
日
本
心
理
學
細
細
二
回
大
會

　
日
本
心
理
雷
管
第
二
回
大
會
は
本
年
四
月
三
、
四
、
五
日

に
亙
り
京
都
帝
大
に
於
て
開
催
さ
れ
る
。
松
本
亦
太
郎
、

狩
野
直
喜
、
足
立
文
太
郎
諸
博
士
の
特
別
講
演
の
他
全
國

各
大
學
其
他
よ
り
の
研
究
登
表
の
払
込
は
既
に
百
に
近
く

當
日
の
盛
観
は
蓋
し
期
し
て
待
つ
べ
き
も
の
が
あ
る
ご
思

は
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
七
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哲
照
争
研
究
　

静
姫
百
五
十
山
ハ
號

審
贈
圏
書
（
昭
和
四
年
二
月
）

西
洋
哲
學
史
　
第
一
懇

思
想
ご
信
仰

支
那
政
激
夜
話

　
　
　
　
　
　
　
上

　
（
金
鶏
．
文
三
三
入
）

出
隆
著

東
京
啓
明
離

島
地
大
等
著

東
京
圏
治
書
院

赤
池
濃
著

東
京
金
鶏
害
院

二
、
五
〇
圓

三
、
五
〇
園

眞願信帝全祉

宗　濃都　倉

研　教教　學
究i讐育育人徒

コ
八

昭
瀦
四
年
二
月
號

同車同士同

二
月
號

二
月
置

二
月
號

二
月
號

二
月
號

三
巷
二
號
・

　
三
一
號

二
入
七
號

五
〇
八
號

入
六
號

　
二
〇
號

帝
國
大
學
新
囲

昭
和
四
年
…
月
廿
一
日
、
〔
費
入
日
、

二
厩
〃
四
日
置
十
一
日
、
t
T
一
八
a

寄
贈
雑
誌
斬
闘
（
昭
和
四
年
万
二
月
目
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昭
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月
號
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一
月
號

一
月
號

二
月
號
　
（
學
藝
倉
號
）

一
月
號

二
月
號

一
月
號

一
月
號

一
月
號

昭
和
三
年
牢
二
月
號

五
〇
四
目

三
一
六
聯

　
二
巷
一
二
號
‘

ご
年
齢
號

　
…
八
八
號

二
四
巻
一
號

四
巻
ご
號

　
四
七
號

　
一
入
九
號

三
八
「
號

　
　
四
號


